
人口と世帯（平成 19年 12 月 1日現在）　1,751 世帯　（-2）　男 2,719 人（-11）　女 2,865 人（-3）　計 5,584 人（-14）
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　12 月 1日　片品村文化センターにおいて尾瀬国立公園誕生

記念公演　片品版 「クリスマスキャロル」 が上演されました。

満員の観客を前に熱演したキャスト 26 名。

年の瀬は「クリスマスキャロル」

教育・生涯学習 10 ～ 11

おしらせ 12 ～ 19

いたずらわんぱく・窓口から 20

4 ～ 9ニュース

平成 19 年度の財政事情況 2～ 3

「十二月」オリジナルソング　　
１．あの街の　十二月　　　　　２．尾瀬の道　風さそう　　　     　３．雪の日の　クリスマス 
きららか通り　歩いた日　             花アルカディア　旅する日        　　 ティムのいのちに　出会った日
寂しかった　ひとごみの中             目をさませ　頑固スクルージ      　   涙する　カネカネ亡者
あんなにいっぱい　人がいて         こんたｱお茶でも　飲まっしゃい       私は何か　忘れてた
なぜだか心　動かない                     なぜだか胸が　踊りだす               　   寂しい自分　隠してた
十二月                                                  十二月                                                        十二月
あの寂しさが　胸おそう                 あの人情を　想い出す                          みんなみんなと  みんなみんなと 歌うたう

作詞：須藤澄夫　　作曲：富沢　裕　

歌唱指導：白井香里（片中教諭）　　岡部則恵（南小教諭）　　協力：新座少年少女合唱団
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平成 19年度の財政事情

　

平
成
19
年
９
月
末
現
在
の
片
品
村
の
財
政
事
情
は
、
次
表
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
行
財
政
に
関
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
掲
載
は
「
片
品
村
財
政
事
情
書
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
く
掲
載
の
た
め
、
速
報
数
値
で
あ
り
、
監
査
等
承
認
手
続

未
了
の
数
値
で
す
。

村 の 様 子

平成 19 年 9月 30 日現在

人　口　5,616人

(男：2,744人　女2,872人 )

世帯数　1,759世帯

面　積　392.01㎢

の財政事情
歳　入

539,334
322,668
75,000
23,455
50,000
32,551
40,000
12,800

28,712
10,577
61,573
24,218

336,349
15,780
307,406
18,599
117,000

0
100,345
100,345
23,838
18,126
228,000

0
26,148
14,246

1,582,270
1,256,656

1億 2億 3億 4億 5億 10億 20億

自動車取得税交付金

地　方　交　付　税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国　庫　支　出　金

県 支 出 金

繰　　　入　　　金

繰　　　越　　　金

諸　　　収　　　入

村　　　　　　　債

そ　　　の　　　他

村　　　　　　　税

地　方　譲　与　税

地方消費税交付金

予算額

35億 15975 千円

収入済額

18 億 50021 千円

執行率 (52.6％)

利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金
ゴルフ場利用税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金
財産収入、寄付金（

単位：千円

予算現額
収入済額

◎地方債及び一時借入金の状況

◎基金現在高

( 単位：千円 )

( 単位：千円 )
区　　　　　　　　分
財 政 調 整 基 金 605,199 174,370 779,569
土地開発基金  (現金) 380,813 100 380,913
土地開発基金  (土地) 82,237 0 82,237
奨　　学　　基　　金 5,868 3,285 9,153
地域づくり特別事業基金 360 0 360
減　　債　　基　　金 782 0 782
福　　祉　　基　　金 55,000 45,000 100,000
ふるさと農村活性化基金 10,178 0 10,178

前 期 末 現 在 高 今 期 増 減 高 今 期 末 現 在 高

区　　　　　　　　分 前 期 末 現 在 高 今 期 増 減 高 今 期 末 現 在 高
地　　　方　　　債 2,911,769 112,859 3,024,628
一　時　借　入　金 0 0 0
合　　　　　　　　計 2,911,769 112,859 3,024,628
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平成 19年度の財政事情

1億2億4億5億6億7億 3億10億20億

衛　　　生　　　費

農 林 水 産 業 費

商　　　工　　　費

土　　　木　　　費

消　　　防　　　費

教　　　育　　　費

公　　　債　　　費

そ　　　の　　　他

議　　　会　　　費

総　　　務　　　費

民　　　生　　　費

（労働費、災害復旧費、諸支出、予備費）

71,328
32,463
503,457
221,938
519,225
189,419
461,281
192,634

61,123
28,680
693,479
94,220

139,322
77,831
340,351
138,653
467,417
112,623
86,200
84,049

172,792
48,921

単位：千円

予算額

35 億 15975 千円

支出済額

12 億 21431 千円

執行率 (34.7％)

予算現額
支出済額

歳　出

平成19 年度
◎村有財産の保有状況

土　　地
( 山林含む )

540 万 5,792 ㎡

物品 ( 車両 )

82 台

山　　林

402 万 4,701 ㎡

出資金など

1億 29209 千円

建　　物

5万 5,670 ㎡

項　　　　　　　　目 予　　算　　額 現年度収支額 執　　行　　率

収 益 的 収 入 398,393 119,279 29.9％

収 益 的 支 出 398,271 68,711 17.3％
資 本 的 収 入 0 0 0.0％
資 本 的 支 出 44,499 22,206 49.9％

( 単位：千円 )◎観光施設事業の状況

( 単位：千円 )◎特別会計の執行状況
予　算　額 収 入 済 額 執　行　率 支 出 済 額 執　行　率
742,245 276,834 37.3％ 319,016 43.0％
636,687 262,949 41.3％ 246,428 38.7％
124,227 32,316 26.0％ 42,001 33.8％
245,066 14,553 5.9％ 59,771 24.4％
310,610 135,941 43.8％ 126,775 40.8％

下 水 道 事 業 等
介 護 保 険

会 計 名
国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
簡 易 水 道 事 業
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尾瀬の精霊登場

今年も多くのお客さん 迫力のある演技も

演 

劇 

ス 

ク 

ー 

ル

　

12
月
１
日
（
土
）、    

片
品
村
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、  

演
劇
ス
ク
ー
ル
尾

瀬
の
郷
オ
ゾ
ン 

・ 
シ
ア
タ
ー
に
よ
る
片

品
版
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
」
が

公
演
さ
れ
ま
し
た
。

オ 

ゾ 

ン 

シ 

ア 

タ 

ー

　

大
道
具
、
衣
裳
な
ど
も
ス

タ
ッ
フ
が
自
分
の
仕
事
を
終

え
て
駆
け
つ
け
、
毎
晩
遅
く

ま
で
作
業
し
て
作
成
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
作
品
は
、
尾
瀬
国

立
公
園
誕
生
記
念
と
し
て
公

演
の
た
め
、
原
作
に
尾
瀬
の

精
霊
が
登
場
す
る
な
ど
脚
色

さ
れ
、
尾
瀬
の
魅
力
を
日
本

中
に
広
め
た
故
武
田
久
吉
氏

も
登
場
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
尾
瀬
に

関
連
す
る
団
体
の
み
な
さ
ん

　

年
末
の
忙
し
い
中
、
県
内
外
か
ら
７

０
０
名
の
方
々
が
ご
来
場
く
だ
さ
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

上尾シティーマラソン 上尾アグリフェスタ

　

公
募
に
応
じ
て
県
内
外
か
ら
集
ま
っ

た
26
名
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
役
者
と
26
名

の
ス
タ
ッ
フ
、
当
日
の
手
伝
い
を
合
わ

せ
る
と
60
名
を
超
え
る
人
た
ち
に
よ
る

手
作
り
の
演
劇
で
し
た
。

が
舞
台
に
上
が
り
夏
の
思
い
出
を
合
唱

し
ま
し
た
。

  

各
地
で
片
品
村
を
ピ
ー
ア
ー
ル

　

片
品
村
と
親
交
の
深
い
埼
玉
県
蕨
市

（
ふ
れ
あ
い
協
定
、 

防
災
協
定
） 

と
埼
玉

県
上
尾
市
（
防
災
協
定
）
の
各
地
で
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
片
品
村
の
特
産

品
販
売
や
観
光
ピ
ー
ア
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。

　

11
月
３
日
「
蕨
市
中
仙
道
宿
場
ま
つ

り
」
で
は
り
ん
ご
や
大
根
、
マ
イ
タ
ケ

な
ど
の
特
産
品
の
販
売
を
行
い
、  

パ

レ
ー
ド
に
参
加
し
て
い
た
片
品
村
・
蕨

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
供
達
も
と
て

も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

11
月
10
日 「
上
尾
ア
グ
リ
フ
ェ
ス
タ
」

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
り
ん
ご
な

ど
の
特
産
品
を
販
売
し
、
特
に
大
粒
納

豆
は
と
て
も
喜
ん
で
頂
け
ま
し
た
。

　

11
月
18
日 「
上
尾
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」 

は
20
回
記
念
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
選

手
サ
ー
ビ
ス
用
に
り
ん
ご
を
用
意
し
た

他
に
、
片
品
の
良
質
な
温
泉
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
温
泉
ロ
ー
リ
ー
車
で
「
片

品
温
泉
」
の
源
泉
を
運
び
、
バ
ケ
ツ
を

使
っ
た
「
足
湯
サ
ー
ビ
ス
」
も
行
い
ま

し
た
。
選
手
に
は
「
癒
さ
れ
る
〜
」
と

大
好
評
で
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

蕨市　宿場祭り
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上
尾
市
と
、
住
民
の
交
流
促
進
を
盛
り
込
ん
だ

　
　
「
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結

　

片
品
村
と
埼
玉
県
上
尾
市
は
、
平
成

14
年
か
ら
「
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す

る
協
定
書
」
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
５

周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
教
育
団
体
、

青
少
年
団
体
、
自
治
会
等
の
住
民
交
流

促
進
に
努
め
る
条
項
を
新
た
に
加
え
た

協
定
を
、
11
月
13
日
（
火
） 

上
尾
市
役

所
に
お
い
て
締
結
し
ま
し
た
。

   

千
明
村
長
は
、  「
こ
の
度
の
協
定
に

よ
り
相
互
の
関
係
が
よ
り
一
層
深
ま

り
、  

片
品
村
の
豊
か
な
自
然
を
多
く

の
上
尾
市
民
に
方
に
満
喫
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
挨
拶
い
た
し
ま
し
た
。

左から永吉議長、新井市長、千明村長、萩原議長

摺
渕
班
◎
キ
ノ
コ
を
育
て
る
に
は
沢

山
の
知
識
、
知
恵
、
経
験
が
な
け
れ

ば
で
き
な
い
。
頑
張
っ
て
い
る
星
野

さ
ん
の
輝
か
し
い
姿
に
感
動
し
ま
し

た
。  

◎
三
百
年
以
上
前
の
地
図
が
大

切
に
保
管
さ
れ
て
い
て
す
ご
い
と
思

っ
た
。

  

尾
瀬
高
校
の
地
域
探
検

　

尾
瀬
高
校
で
は
、 「
地
域
探
検
」 

を

10
月
１
日
に
行
い
ま
し
た
。
地
域
探

検
は
尾
瀬
高
校
の
１
年
生
が
片
品
村

内
に
出
向
き
地
域
の
宝
物
を
再
発
見

す
る
授
業
で
す
。

    

今
回
は
、 

２
・
３
・
４
・
５
・
６
・

８
区
の
６
地
区
で
実
施
し
、
地
域
案

内
人
と
し
て 「
ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
・

片
品
」
と
地
元
の
皆
さ
ん
に
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
感
想
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

花
咲
班
◎
鍛
治
屋
と
い
う
地
名
は
、

む
か
し
金
を
掘
っ
て
精
錬
し
て
い
た

た
め
鍛
治
屋
が
多
か
っ
た
。  

◎
大
沢

は
、
自
然
が
す
ご
く
豊
か
だ
っ
た
。

◎
武
尊
神
社
の
「
猿
追
い
祭
り
」
は

知
ら
な
か
っ
た
が
一
度
見
て
み
た
い
。

丸
沼
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
班
◎
こ
ん
な
に

ペ
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
冬
に
は
ス
キ
ー
客
で
い
っ
ぱ
い

に
な
る
。  

◎
植
物
の
こ
と
や
ペ
ン
シ

ョ
ン
村
の
特
徴
を
聞
け
ま
し
た
。

越
本
班
◎
昔
の
建
物
の
中
は
工
夫
さ

れ
て
い
て
、
階
段
の
横
に
引
き
出
し

が
付
い
て
い
た
。
昔
の
軍
隊
の
工
具

入
れ
、
水
筒
、
ガ
ス
灯
、
靴
な
ど
見

せ
て
も
ら
っ
た
。

古
仲
班
◎
大
円
寺
は
戊
辰
戦
争
の
際
、

官
軍
の
本
拠
地
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
。   

◎
昔
、 

庚
申
の
日
は
一
日
中
寝

ず
に
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
て
い
た

と
い
う
。

鎌
田
班
◎
戦
争
中
は
、
飛
行
機
の
燃

料
に
な
る
松
の
木
の
油
を
取
り
出
す

工
場
が
あ
っ
た
。  

◎
い
き
な
り
尾
瀬

駐
在
所
に
お
邪
魔
し
沢
山
の
話
を
う

か
が
っ
た
。
村
の
人
と
警
察
と
の
連

携
が
感
じ
ら
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

地
域
案
内
人
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

千
明
政
夫
、
星
野
照
夫
、
星
野
文
次
郎
、

小
石
俊
一
、
坂
本
博
道
、
笠
原
稔
、
入

澤
真
理
呼
、
梅
澤
照
二
、
吉
野
隆
太
郎
、

笠
原
信
充
、
須
藤
賞
作

                           （
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

　

尾
瀬
国
立
公
園
単
独
化
に
伴
い
、

関
東
地
方
環
境
事
務
所 

尾
瀬
自
然

保
護
管
事
務
所
が
11
月
８
日 

業
務

を
開
始
し
ま
し
た
。
業
務
内
容
は

片
品
村
と
の
事
業
や
許
可
事
務
等

が
主
だ
そ
う
で
す
。
自
然
保
護
管

は
一
名
の
勤
務
と
な
り
、
不
在
に

あ
る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　
　

自然保護管の櫻庭祐輔さん

（
５
８
）
９
１
４
５

（
旧
片
品
歯
科
診
療
所
）

尾
瀬
自
然
保
護
管
事
務
所
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尾瀬駐在所

ブナシメジ生産施設
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第 28回消費生活展開催
　11 月 16 日（金）役場２階にて消費生活展が開催され
ました。
   「大切な資源の有効利用で健康づくり ・ 環境づくり」を
テーマに、体と環境に優しい商品の販売や農産加工コン
クール、健康相談等が行われ、多くの皆さんに来場して
いただきました。　　　　　　　　（むらづくり観光課）

不用品福祉バザーの開催
　11 月 16 日（金）役場２階において不用品福祉バザー
が開催されました。村民の皆様に寄付していただいた多
くの品物を各コーナー別に仕分け即売をしました。当日
は大勢の皆様においでいただき、盛況のうちに終了する
ことができました。
　なお、バザー収益金につきましては社会福祉協議会へ
寄付いたします。ご協力を頂いた村民の皆様に感謝申し
上げます。
　また、婦人会役員の皆さん、早朝よりご苦労樣でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育委員会）

平
成
19
年
度
利
根
郡
体
育
協
会
表
彰

受
賞
者

　

陸　

上　

　
　
　

星
野
和
昭
（
土
出
）

　
　
　

梅
澤
裕
樹  （
土
出
）

　
　
　

星
野
一
忠  （
越
本
）

　
　
　

星
野　

勤  （
鎌
田
）

　

今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

利根沼田県民局にて表彰の様子

　

平
成
19
年
度
利
根
郡
体
育
協
会
の
優
秀
選
手
等
の
表
彰
式
が

10
月
26
日
に
利
根
沼
田
県
民
局
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
中
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
、
片
品
村
・
片
品
村
出

身
者
か
ら
は
４
名
の
方
が
優
秀
選
手
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会
表
彰
受
賞

　

11
月
17
日 （
土
）、 

高
崎
市
で
開
催
さ

れ
た
平
成
19
年
度
群
馬
県
体
育
指
導
委

員
研
究
大
会
に
お
い
て
、
築
地
の
金
子

長
十
郎
さ
ん
、
東
小
川
の
千
明
道
太
さ

ん
が
10
年
勤
続
で
群
馬
県
体
育
指
導
委

員
協
議
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
、
平
成
10
年
か
ら
体
育
指

導
委
員
と
し
て
本
村
の
社
会
体
育
振
興

に
尽
力
さ
れ
、
現
在
も
引
き
続
き
活
躍

中
で
す
。
今
後
も
本
村
の
社
会
体
育
の

振
興
、
発
展
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す

こ
と
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

受
賞
者
と
研
究
大
会
参
加
者

花 

咲 

地 

区 

で 

粗 

大 

ご 

み 

回 

収

　

村
づ
く
り
推
進
委
員
会
（
会
長　

今

井　

功
さ
ん
）
と
小
さ
な
自
治
（
花
咲

お
ら
あ
の
自
然
班
）
の
メ
ン
バ
ー
が
合

同
で
、  

11
月
４
日
の
日
曜
日
に
各
家
庭

で
処
分
に
困
っ
て
い
る
粗
大
ご
み
の
回

収
を
行
い
ま
し
た
。
自
然
班
で
は
、
２

年
前
か
ら
地
域
を
き
れ
い
に
す
る
事
が

大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
花
咲
地

区
内
の
不
法
投
棄
ご
み
の
撤
去
作
業
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
は
各
家
庭
で
処
分

に
困
っ
て
い
る
粗
大
ご
み
を
回
収
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
不
法
投
棄
を
な
く
す
こ

と
を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

自
転
車
や
暖
房
器
具
・
家
電
な
ど
合

わ
せ
て
２
２
３
個
の
粗
大
ご
み
が
集

ま
り
、
参
加
し
た
委
員
の
み
な
さ
ん

も
思
っ
て
い
た
以
上
の
量
に
驚
い
て

い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
今
後

も
続
け
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
活
動
が
続
い
て
行
け
ば
、
ご
み

の
無
い
美
し
い
花
咲
に
な
る
日
も
近

い
は
ず
で
す
。

こ
の
他
に
も
冷
蔵
庫
な
ど
が
沢
山

ニュース
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11
月
23
日
（
金
）
片
中
体
育
館
に
お

い
て
、
第
45
回
婦
人
会
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
婦
人

会
員
の
体
力
の
増
進
と
相
互
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
大
会
に
は
、
各
地
区
か
ら

26
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

○
優
勝…

…

５
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

○
準
優
勝…

６
支
部
Ａ
チ
ー
ム

○
第
3
位…

３
支
部
Ａ
チ
ー
ム

○
第
3
位…

６
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

　

敗
者
復
活
戦
（
二
部
大
会
）

○
優
勝…
…

１
支
部
Ａ
チ
ー
ム

○
準
優
勝…

１
支
部
Ｄ
チ
ー
ム

○
第
3
位…

５
支
部
Ｅ
チ
ー
ム

○
第
3
位…

４
支
部
Ｃ
チ
ー
ム

な
お
、
大
会
結
果
は

　
　
　
　

以
下
の
と
お
り
で
し
た
。

選
手
・
役
員
の
皆
様
は
朝
早

　

く
か
ら
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

決
勝
戦
の
様
子

婦
人
会
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

村
民
卓
球
大
会

　

11
月
11
日
（
日
）、
片
小
体
育
館
を
会
場

に
村
民
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
小
学
生
、
中
学
生
83
名
の
選
手

が
参
加
し
、
終
日
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
役
員
、
選
手
の
皆
さ
ん
早
朝
よ
り
大

変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　

★
小
学
生
男
子
の
部

優　

勝　

篠
原 

辰
弥
（
武
小
）　　

準
優
勝　

小
林 

洋
人
（
武
小
）　　

第
３
位　

梶
原 

紳
吾
（
片
小
）　　
　
　
　
　
　
　

　

〃　
　

飯
塚 

洸
介
（
武
小
）　

★
小
学
生
女
子
の
部　

優　

勝　

星
野
あ
す
実
（
武
小
）　　

準
優
勝　

千
明　

礼
乃
（
武
小
）　　

第
３
位　

井
上　

光
美
（
武
小
）　　
　

　

〃　
　

星
野
和
華
子
（
武
小
）

★
中
学
生
男
子
の
部　

　

優　

勝　
　
　

星
野　

育
也

　

準
優
勝　
　
　

萩
原　

雅
人

　

第
３
位　
　
　

速
水　

隼
人

★
中
学
生
女
子
の
部　

　

優　

勝　
　
　

三
浦　
　

歩

　

準
優
勝　
　
　

萩
原　
　

梢

　

第
３
位　
　
　

速
水　

美
希

　
　

〃　
　
　
　

星　
　

和
花

片小体育館大会の様子

片
品
村
・
蕨
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会

　

第
28
回
片
品
村
・
蕨
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

交
流
会
が
11
月
3
日
（
土
）
埼
玉
県
蕨
市
に

於
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
片
品
村
の
少
年
団

員
13
名
、
引
率
者
４
名
で
蕨
市
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
蕨
市
で
開
催
さ
れ
た
『
宿
場
祭

り
』
に
参
加
し
て
、
蕨
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
出
店
し
て
い
る
模
擬
店
で
販
売
の
体
験
を

し
た
り
、 

好
き
な
お
店
で
好
き
な
も
の
を
買
っ

た
り
し
て
今
ま
で
に
な
い
体
験
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
は
片
品
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
、

の
ぼ
り
旗
を
か
か
げ
て
パ
レ
ー
ド
に
も
参
加

し
ま
し
た
。
蕨
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
と
交

流
を
深
め
、
思
い
出
が
た
く
さ
ん
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

交
流
会
に
参
加
の
団
員
、
関
係
者
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

両スポーツ少年団員で記念撮影

第
17
回
片
品
村
子
ど
も
会
ハ
イ
キ
ン
グ
開
催

　

片
品
村
子
ど
も
会
ハ
イ
キ
ン
グ
を
11
月
17
日

（
土
）
に
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
東
京
電
力
の
ご
協
力
に
よ
り
神
流
川

水
力
発
電
所
と
神
流
町
恐
竜
セ
ン
タ
ー
を
見
学

し
て
来
ま
し
た
。
子
ど
も
会
員
、
引
率
の
役
員
、

保
護
者
総
勢
54
名
が
二
班
に
分
か
れ
て
ダ
ム
の

内
部
を
職
員
の
方
に
案
内
し
て
も
ら
い
、
揚
水

ダ
ム
の
仕
組
み
等
を
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
部
・
地
区
役
員
の
み
な
さ
ん
は
、
朝
か
ら

大
変
お
疲
れ
ま
で
し
た
。

水力発電所で第 2班のみなさん

広 報 か た し な        H19 . 12
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文 

化 

の 

秋
第
41
回
片
品
村
総
合
産
業
文
化
展
盛
大
に
開
催

　

11
月
2
日
・
3
日
の
2
日
間

役
場

に
お
い
て
第
41
回
片
品
村
総
合
産
業
文

化
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

今
回
は

一
般
の
部
（
９
部
門
）

４
４
７
点

小
中
学
校
・
尾
瀬
高
校
・

保
育 

所
７
２
８
点 

合
計
１ 

１
７
５

点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た

　

ま
た

関
連
行
事
と
し
て
11
月
3
日

に
は
中
央
公
民
館
で
将
棋
大
会
が
開
催

さ
れ

4
日
に
は

第
24
回
芸
能
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
　

最
後
に

1
日
の
搬
入
審
査
か
ら

6
日
の
搬
出
片
付
け
と
ご
協
力
い
た
だ

い
た
役
員
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

◎
文
化
功
労
賞　

６
名

（
片
品
村
文
化
協
会
活
動
に

　
　
　

20
年
以
上
功
労
の
あ

た
人
）

　
　
　

萩
原　

源
次
（
菊　

花
）

　
　
　

須
藤　

文
一
（
菊　

花
）

　
　
　

奈
良　

キ
ミ
（
芸　

能
）

　
　
　

星
野　

ま
ん
（
芸　

能
）

　
　
　

武
藤
ヒ
サ
子
（
芸　

能
）

　
　
　

笠
原　

き
し
（
芸　

能
）

◎
永
年
表
彰　
　

11
名

（
片
品
村
文
化
協
会
活
動
に

　
　
　

10
年
以
上
功
労
の
あ

た
人
）

　
　
　

寺
岡　

貞
子
（
文　

芸
）

　
　
　

星
野　

育
雄
（
文
化
財
）

　
　
　

笠
原　

良
和
（
菊　

花
）

　
　
　

星
野　

初
三
（
菊　

花
）

　
　
　

小
野
正
三
郎
（
菊　

花
）

　
　
　

小
山
内
佳
子
（
菊　

花
）

　
　
　

永
井　

た
ま
（
芸　

能
）

　
　
　

星
野
さ
と
子
（
芸　

能
）

　
　
　

須
藤　
　

才  （
芸　

能
）

　
　
　

金
子
理
恵
子
（
美　

術
）

　
　
　

星
野
ふ
じ
ゑ
（
美　

術
）

◎
優
秀
賞　
　
　

13
名

 （
県
規
模
以
上
の
展
示
会
及
び

　
　

コ
ン
ク

ル
等
に
入
選
し
た
人
）

　
　
　

笠
原　

信
充
（
書　

道
）

　
　
　

金
子　

政
江
（
芸　

能
）

　
　
　

戸
丸　

里
子
（
芸　

能
）

　
　
　

岡
澤　

涼
子
（
美　

術
）

　
　
　

星
野　

和
子
（
美　

術
）

　
　
　

星
野　

光
子
（
文　

芸
）

　
　
　

星
野
美
紗
子
（
武
小
１
年
）

　
　
　

星
野　

隼
希
（
武
小
１
年
）

　
　
　

千
明
諒
之
介
（
武
小
２
年
）

　
　
　

千
明　

昌
樹
（
武
小
２
年
）

　
　
　

星
野　

莉
玖
（
武
小
３
年
）

　
　
　

千
明　

礼
乃
（
武
小
５
年
）

　
　
　

篠
原　

辰
弥
（
武
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

 
 

 

村 長 賞 議 長 賞 教 育 長 賞 文化協会長賞 金 賞 
書道一般の部 入沢 昌代 星野つね子 桑原 隆美 新井  昇 星野 りき 
書道学生の部 永井 里枝 横坂 杏歌 星野今日子 星野あす美 須藤 健太 
美 術 の 部 金子すみ江 宮崎まゆみ 林  聖子 草地ゆりゑ 宮田  舞 
写 真 の 部 星野 武治 藤井サク江 萩原 愛子 大竹  明 松浦 文吉 
文 芸 の 部 寺岡 定子 千明おさむ 松井亜作枝 星野とみ江 星野 百姓 
菊 花 の 部 宮田  勝 林  誠一 小野正三郎 須藤 文一 小山内佳子 

 

民 芸 の 部 該当無し 中坪喜次郎 星野文治郎 山崎 八郎 星野  博 

 
 
 

文化展入賞者名簿

片
品
村
文
化
協
会

　
　
　
　

表
彰
受
賞
者
決
定

審
査
会
の
様
子

　

11
月
３
日

総
合
産
業
文
化
展
に

併
せ
て
村
民
将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

◎
一
般
の
部

優　

勝　

星
野
栄
一
（
花
咲
）

準
優
勝　

星
野
林
平
（
鎌
田
）

第
３
位　

冨
澤　

健
（
鎌
田
）

◎
中
学
生
の
部

優　

勝　

入
澤　

椋
（
３
年
）

準
優
勝　

金
子
卓
矢
（
３
年
）

第
３
位　

戸
丸
雅
道
（
３
年
）

◎
小
学
生
の
部

優　

勝　

星
野
大
輝
（
片
小
４
年
）

準
優
勝　

金
子
朋
樹
（
片
小
６
年
）

第
３
位　

佐
藤
友
範
（
片
小
６
年
）

村 

民 

将 

棋 

大 

会
熱戦だった将棋大会
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わが 家 の 自 慢 料 理
大根めし 作成者　須藤　カヲルさん ( 下小川 )

材 料　5人分

○１人分の栄養価　　　　ｴﾈﾙｷﾞ ：ー２５０Kcal　　蛋白質：４．２ｇ　　脂質：３．２ｇ　　塩分：１．０ｇ

作り方

◇大根の葉の効能

～大根の葉と皮を使った料理～

葉は、緑黄色野菜でカロチンを豊富に含み、カルシウム、食物繊維、ビタミン　Ｃといった栄養素が含まれ、

がんや骨粗鬆症、貧血の改善などに効果がある。

①米は洗っておく。

②大根葉は５㎝くらいのざく切りにする。

　大根　の皮は厚めにむき５㎝くらいの

　細切りにする。

③フライパンを熱し、サラダ油を入れ②を

　炒め、塩、砂糖を加え調味する。　　　　　　　　　　　　　　　

④①に③を入れ、３合の水の目盛りよりやや少なめに水を入れ、

　炊飯器で炊く。

米…………２合

大根葉……１００ｇ

大根の皮…１２０ｇ

サラダ油…大さじ１

塩…………小さじ１

砂糖………小さじ２

・大根の皮は厚めにむく。・サラダ油の代わりにごま油で炒めると香ばしくなります。

・大根の皮と葉を利用したエコクッキング。・味つけの塩はお好みで。

◇ワンポイント

か
た
し
な
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
19
日
（
日
）
片
品
村
文
化
セ
ン

タ

に
お
い
て
第
11
回
か
た
し
な
音
楽
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

こ
の
音
楽
祭
は

村
内
の
音
楽
愛
好
家

皆
さ
ん
に
よ
る
手
づ
く
り
の
音
楽
祭
で
す
　

　

今
年
の
参
加
者
は

ピ
ア
ノ
演
奏
63
名

バ
ン
ド
他
が
14
組
で
若
さ
あ
ふ
れ
る
演
奏

に
観
客
席
か
ら
も
応
援
の
声
が
飛
び
交
い

ま
し
た

　

次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の
で

出
演
者
の
皆
さ
ん
方
も
腕
を
磨
い
て
お
い

て
く
だ
さ
い

鍵盤に神経を集中

第
４
回
日
本
太
鼓
ジ

ニ
ア
コ
ン
ク

ル

　
　
　
　
　

群
馬
県
大
会
に
参
加
し
ま
し
た

　

11
月
25
日
（
日
） 

伊
勢
崎
市
東
公
民
館
に
お
い

て 

第
４
回
日
本
太
鼓
ジ

ニ
ア
コ
ン
ク

ル
群

馬
県
大
会 （
参
加
チ

ム
は
高
校
生
以
下
15
人
程

度
と
な

て
い
ま
す
） 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

県
内
か
ら
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
を
含
む
12
チ

ム

が
参
加
し

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま

し
た
　
　
　

　

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
で
は

小
中
学
生
８
名
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を

重
ね
た
「
尾
瀬
の
四
季
」
を
演
奏
し
ま
し
た

　

惜
し
く
も
３
位
内
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

練習の成果を披露

が 

参
加
者
と
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に 

各
チ

ム
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
技
術
に
刺

激
を
受
け
て
き
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

広 報 か た し な        H19 . 12
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か
し
こ
く
、
や
さ
し
く
、
た
く
ま
し
く

　

本
校
で
は
、
現
在
一
九
八
名
（
一
年
六
十

一
，
二
年
六
十
五
，
三
年
七
十
二
）
の
生
徒

た
ち
が
学
ん
で
い
ま
す
。
村
の
教
育
行
政
方

針
「
楽
し
く
学
び
、
明
る
く
鍛
え
あ
い
、
豊

か
な
心
を
育
む
片
品
教
育
」 

を
受
け
て
、 「
確

か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、
強
い
体
力
を
求
め
、

気
づ
き
、
考
え
、
実
行
で
き
る
生
徒
の
育
成
」

を
目
指
し
て
日
々
の
教
育
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
重
点
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
め
は
「
学
力
向
上
」
で
す
。
各
学
年

各
教
科
の
年
間
指
導
計
画
に
基
づ
き
、
一
時

間
一
時
間
の
ね
ら
い
を
明
確
に
し
た
指
導
方

法
の
工
夫
や
改
善
を
通
し
て
、
生
徒
一
人
一

人
が
楽
し
く
学
び
、
身
に
付
く
授
業
の
実
践

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
え
る
べ
き

こ
と
は
根
気
強
く
繰
り
返
し
て
教
え
る
、
そ

の
子
な
り
の
良
さ
や
努
力
を
認
め
励
ま
す
、

家
庭
学
習
の
習
慣
化
を
図
る
こ
と
も
重
視
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
数
学
と
英
語
で
は
、
全

学
級
で
一
ク
ラ
ス
を
二
つ
に
分
け
た
少
人
数

指
導
や
複
数
の
教
員
に
よ
る
指
導
（
Ｔ
Ｔ
）

を
行
い
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
年
生

で
は
理
科
と
選
択
英
語
で
尾
瀬
地
域
中
高
一

貫
教
育
の
一
つ
と
し
て
本
校
と
尾
瀬
高
校
の

教
員
に
よ
る
Ｔ
Ｔ
を
実
施
し
、
確
か
な
学
力

片
品
中
学
校　

新
木　

延
謹

の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

二
つ
め
は
「
豊
か
な
心
の
育
成
」
で
す
。

道
徳
の
時
間
の
指
導
の
充
実
と
、
保
護
者
の

方
々
や
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
実
施
し
て
い
る
数
々
の
学
校
行
事
・

学
年
行
事
・
奉
仕
活
動
等
の
体
験
的
な
活
動

や
日
常
の
生
活
等
を
通
し
て
、
素
直
な
心
、

思
い
や
り
の
心
、
感
動
す
る
心
、
人
や
社
会

の
た
め
に
尽
く
す
心
な
ど
の
豊
か
な
心
を
持
っ

た
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
年
学
級
経
営
及
び
生
徒
指
導
の

充
実
も
重
視
し
て
い
ま
す
。
学
級
は
生
徒
の

学
校
生
活
の
中
心
と
な
る
集
団
で
す
。
教
師

と
生
徒
、
生
徒
相
互
の
信
頼
関
係
を
も
と
に
、

互
い
に
支
え
合
い
、 

励
ま
し
合
い
、 

学
び
合
っ

て
、
集
団
生
活
に
お
け
る
自
己
の
あ
り
方
を

身
に
付
け
、
共
に
成
長
し
て
い
く
場
、
仲
間

と
共
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
場
と
な
る
よ

う
、
一
人
一
人
の
生
徒
を
理
解
し
な
が
ら
学

年
・
学
級
経
営
を
進
め
て
い
ま
す
。
生
徒
指

導
で
は
、
生
徒
一
人
一
人
の
良
さ
や
可
能
性
、

伸
び
る
芽
を
信
じ
な
が
ら
、
自
ら
を
律
す
る

心
や
確
か
な
判
断
力
と
主
体
的
な
態
度
を
養

え
る
よ
う
、
一
人
一
人
の
生
徒
の
実
態
に
応

じ
て
温
か
さ
と
厳
し
さ
の
あ
る
指
導
を
継
続

し
て
い
ま
す
。

　

思
春
期
の
生
徒
た
ち
で
す
か
ら
、
成
長
の

過
程
に
お
い
て
様
々
な
困
難
や
壁
に
ぶ
つ
か

る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
と
き
、
保
護
者
の
方
々
や
地
域
の
皆
様
の

ご
協
力
や
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
生

徒
が
そ
れ
ら
を
一
つ
ず
つ
乗
り
越
え
て
い
き
、

全
て
の
生
徒
が
片
中
生
で
良
か
っ
た
と
い
う

思
い
と
誇
り
を
胸
に
自
信
を
持
っ
て
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
か
し
こ
く
、
や
さ
し
く
、
た
く

ま
し
く
生
き
て
い
け
る
よ
う
、
そ
の
基
礎
と

な
る
力
と
心
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

家庭科の授業（保育園実習）の様子・H . 19 . 11

☆生涯学習・社会体育関係
・第 60 回片品村成人式
・郡子ども会上毛かるた大会
・村スポ少兼小学生総体スキー大会 

☆学校関係
・第３学期始業式
・小学校冬季交歓会

◇片小 
・書き初め大会 
・PTA 役員会議③ 
・友遊クラブ ( わなげ･昔遊び )
・学校保健委員会③ 

◇北小 
・書き初め大会
・スキー教室 1･2 年①､3 ～ 6年 
・スキー教室 1･2 年②、
・尾瀬花かるた大会

◇南小 
・交通安全指導･あいさつ運動
　　　　　　　　　　 
・書き初め大会
・PTA 役員学年委員合同会議

◇武尊根小
・書き初め大会 
・武尊根子ども教室
・校内アルペン記録会
・学校保健委員会③

◇片中
・地域ふれあい書き初め大会
・１日公開参観日⑦
・３年実力テスト
・県中体連総体スキー大会

・学力検査
・PTA 合同役員会
※予定が変更される場合もありますので、　
　あらかじめご了承ください。

13 日 ( 日 )
27 日 ( 日 )
27 日 ( 日 )

8 日 ( 火 )
23 日 ( 水 ) ～ 25 日 ( 金 )

8 日 ( 火 )
 9 日 ( 水 )
17 日 ( 木 )
 29 日 ( 火 )

 8 日 ( 火 )
24 日 ( 木 )
29 日 ( 火 )
 31 日 ( 木 )

 

 8 日 ( 火 ) ～ 15 日 ( 火 )
10 日 ( 木 )
16 日 ( 水 )

8 日 ( 火 )
10 日 ( 木 )
24 日 ( 木 )
28 日 ( 月 )

 9 日 ( 水 )
 9 日 ( 水 )
11 日 ( 金 )

13 日 ( 日 ) ～ 15 日 ( 火 )
15 日 ( 火 )
22 日 ( 火 )

教育委員会　１月の諸行事

教育・生涯学習
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広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

俳　

 

句 　

会

平
成
十
九
年
度
十
一
月

　
　
　
　
　
　

摺
渕　
　
　
　

木
村　

佳
江

語
り
あ
ふ
友
が
篠
笛
秋
澄
め
り

小
屋
閉
ざ
し
紅
葉
か
つ
散
る
尾
瀬
の
道

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

星
野　

光
子

短
日
や
道
路
工
夫
の
手
信
号

声
変
り
せ
し
少
年
の
十
日
夜

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

中
村　

導
子

黒
板
の
法
話
の
温
み
秋
の
寺

十
日
夜
つ
ち
打
つ
子
等
の
影
連
れ
て

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

吉
野　

道
子

菊
ほ
め
て
翁
と
話
す
日
和
か
な

芒
野
に
夕
日
の
満
ち
て
鳥
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

渡
辺　

和
昭

赤
城
山
去
り
が
て
仰
ぐ
十
三
夜

小
屋
閉
め
の
音
澄
む
会
津
駒
ケ
岳

　
　
　
　
　
　

須
賀
川　
　
　

大
竹　

久
代

猿
追
祭
え
い
ち
よ
も
つ
ち
よ
の
豊
の
秋

這
へ
ば
立
て
嬰
す
く
す
く
菊
日
和

　
　
　
　
　
　

栃
久
保　
　
　

戸
丸　

好
夫

尾
瀬
小
屋
や
し
め
て
春
待
今
朝
の
雪

白
土
蔵
冴
え
て
真
っ
赤
や
尾
合
柿

　
　
　
　
　
　

東
小
川　
　
　

千
明
ヒ
ロ
子

明
け
近
し
鹿
鳴
く
声
に
目
覚
め
け
り

湯
た
ん
ぽ
の
温
み
う
れ
し
き
朝
の
床

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

松
井
亜
作
枝

落
葉
踏
み
深
山
の
清
水
汲
み
に
行
く

山
宿
の
零
余
子
の
天
ぷ
ら
座
は
尽
き
づ

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

星
野
ト
ミ
エ

は
ぐ
れ
蝶
菊
の
か
を
り
に
羽
根
ひ
ろ
げ

笑
顔
し
て
赤
飯
も
ら
う
秋
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

萩
原
キ
ヨ
子

夕
日
落
ち
背
戸
の
露
天
の
湯
が
恋
し

枯
れ
葉
落
ち
我
が
身
を
肥
や
す
糧
に
な
り

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

寺
岡　

貞
子

世
の
悪
を
な
げ
か
ん
信
玄
菊
人
形

文
化
の
日
年
を
重
ね
て
ほ
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　

築
地　
　
　
　

千
明
お
さ
む

木
の
実
降
る
故
郷
に
残
る
童
唄

読
み
か
け
た
本
を
探
す
や
夜
の
長
さ

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

星
野　

歌
子

老
い
二
人
昔
を
語
る
夜
長
か
な

夕
ざ
れ
ば
秋
風
深
く
頬
を
刺
し

　
　
　
　
　
　

花
咲　
　
　
　

星
野　

百
姓

山
の
影
豆
刈
る
吾
を
せ
き
た
て
る

満
月
の
登
る
速
さ
を
見
つ
め
け
り

　
　
　
　
　
　

摺
渕　
　
　
　

千
明　

新
芽

黙
黙
と
冷
雨
の
中
の
道
普
請

雪
虫
に
石
垣
補
修
の
手
を
休
め

�
�
�
�
思
�
�
�
�
�
�
�

そ
ば
打
ち
茶
和
会
・
陶
芸
体
験

　

10
月
21
日
（
日
）、
農
協

わ
く
わ
く
体
験
郷
に
て
、 

そ

ば
打
ち
茶
和
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

10
数
名
の
参
加
者
が
、
慣

れ
な
い
手
つ
き
で
粉
を
こ
ね
、

の
ば
し
、
包
丁
で
切
っ
て
、

な
ん
と
か
そ
ば
の
形
に
な
り

ま
し
た
。
指
導
し
て
下
さ
っ

た
の
は
、
そ
ば
道
場
ゆ
た
き

の
佐
藤
さ
ん
。
い
と
も
簡
単

に
作
業
を
し
て
い
ま
す
が
、

い
ざ
同
じ
よ
う
に
し
よ
う
と

し
て
も
な
か
な
か
う
ま
く
い

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
自
分

で
打
っ
た
そ
ば
の
味
は
格
別

で
、
お
い
し
く
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
11
日
（
日
）

に
は
、
花
咲
窯
に
て
、
陶
芸

体
験
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

ち
ら
の
指
導
は
花
咲
窯
の
童

心
さ
ん
。
は
じ
め
に
作
品
を

見
せ
て
い
た
だ
き
、
イ
メ
ー

ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
あ
と
、

い
ざ
製
作
。

　

ま
ず
、
土
を
ま
る
め
て
つ

ぶ
し
土
台
を
つ
く
り
、
そ
の

上
に
ひ
も
状
に
し
た
土
を
重

ね
て
器
に
し
て
い
き
ま
す
。

こ
ち
ら
も
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り

に
は
行
か
ず
、
一
度
つ
ぶ
し

て
や
り
な
お
し
た
り
も
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
皆
そ
れ

ぞ
れ
味
の
あ
る
形
の
器
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。
焼
き
上

が
り
が
楽
し
み
で
す
。

　

そ
ば
打
ち
・
陶
芸
ど
ち
ら

も
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
方
々

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
（
片
品
村
教
育
委
員
会
）

　

片
品
カ
レ
ッ
ジ
「
体
で
楽
し
も
う
」

「そば粉をねって、のばして・・・・」

図 書 室 カレンダー   1 月り図 書 室 だ よ 読んでみませんか ?
『シンデレラ』
　　　　　マシュー・ラインハート作

　シンデレラの物語が美しい『しかけ絵本』になりました。
　キラキラ光るカボチャの馬車やリボンのついたドレス姿のシ
ンデレラ。魔法のようにすばらしいしかけがいっぱいつまって
います。
　幼児向きではありませんが、小学校中学年から大人まで楽し
めます。
　とても繊細な本ですので、貸出はしていません。中央公民館
図書室の中のみでご覧下さい。他に、「ジャングルブック」「オ
ズの魔法使い」「不思議の国のアリス」があります。

 かがわ 　けいこ訳

月 火 水 木 金 土日
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室 ＊       はお休みです。＊１月 11 日はみやま号巡回日です。
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お 

し 

ら 

せ

片
品
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
11
月
か
ら
事
務
所
を
旧
片

品
村
歯
科
診
療
所
か
ら
鎌
田
中
央
線
沿

い
に
並
ん
だ
旧
校
長
住
宅
東
側
に
移
転

い
た
し
ま
し
た
。

　

毎
週
月
・
水
・
金
の
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
ま
で
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
利
用
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
ご
利
用
案
内

　

室
内
屋
外
の
軽
作
業
、
農
業
手
伝
い
、

　

留
守
番
、
子
守
、
食
事
作
り
、
簡
単

　

な
大
工
仕
事
や
修
理
、
植
木
の
手
入

　

れ
、
除
草
花
植
え
、
販
売
集
金
、
公

　

共
施
設
管
理
、
清
掃
掃
除
、
そ
の
他

●
お
申
し
込
み

　

片
品
村
鎌
田
４
０
１
０

　
　
　
　
　
　
　
（
５
８
）
４
９
８
８

相　
　
　

談

薬
物
依
存
症
相
談

　
　
　
　
（
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
む
）

　

依
存
症
と
は
、
酒
、
薬
物
等
に
よ
る

欲
求
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
ず
、
精

神
的
、
身
体
的
、
社
会
的
に
障
害
が
起

こ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で

は
、
専
門
医
師
に
よ
る
薬
物
（
ア
ル

コ
ー
ル
含
む
） 

等
依
存
の
相
談
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。 

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相

談
下
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
相
談
日
時　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜

　

日　

午
前
９
時　

〜　

12
時

●
相
談
場
所　

　

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー　

　

前
橋
市
野
中
町
３
６
８

　
　
　
　
　
（
相
談
は
予
約
制
で
す
。）

●
連
絡
先

　

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

　

相
談
専
用
回
線　

　
　
　

０
２
７
（
２
６
３
）
１
１
５
６

そ
の
他
、
各
保
健
福
祉
事
務
所
、
県
庁

薬
務
課
も
「
薬
物
相
談
窓
口
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。募　

　
　

集

平
成
20
年
度

　

(

財)

尾
瀬
保
護
財
団
職
員
募
集

●
採
用
区
分　
　

正
規
職
員

●
職　
　

種　
　

事
務
職
員

●
募
集
人
員　
　

１
名

●
雇
用
期
間　
　

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

●
業
務
内
容

　

・
会
計
事
務
・
施
設
の
管
理
運
営

　

・
保
全
事
業
の
企
画
立
案 

・
そ
の
他

●
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先

尾 

瀬 

の 

郷 

片 

品 

の 

ブ 

ラ 

ン 

ド 

商 

品 

認 

定 

候 

補 

の 

募 

集 

を 

開 

始

　

片
品
村
の
特
産
物
や
、
本
村
の
原
材

料
で
創
り
出
さ
れ
た
安
全
で
質
の
高
い

優
れ
た
商
品
は
、
村
の
名
前
を
高
め
、

地
域
経
済
を
活
性
化
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
商
品
を
村
が
公
式
に

「
尾
瀬
の
郷
片
品
村
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
」

と
し
て
認
定
し
、
積
極
的
に
村
内
外
へ

広
報
・
宣
伝
を
行
っ
て
消
費
の
拡
大
を

図
る
事
業
が
、
具
体
的
に
始
ま
り
ま
す
。

あ
な
た
の
逸
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
「
ブ
ラ
ン
ド
商
品
」
と
し
て
公
式
に

認
定
さ
れ
ま
す
と
、

①
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り
の
認
定
シ
ー
ル
を

　

貼
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
売
り
場
で
目
立
つ
よ
う
、
ロ
ゴ
マ
ー

　

ク
入
り
の
ぼ
り
な
ど
が
付
与
さ
れ
ま

　

す
。

③
片
品
村
が
発
行
す
る
広
報
誌
や
各
種

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
に
紹
介
さ
れ
ま
す
。

③
新
聞
や
雑
誌
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う

　

よ
う
、
広
報
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

④
年
に
十
数
回
行
わ
れ
る
村
内
の
イ
ベ

　

ン
ト
や
、
片
品
村
が
参
加
す
る
県
の

　

イ
ベ
ン
ト
、
ま
た
東
京
な
ど
県
外
の

　

物
産
展
な
ど
に
、
優
先
的
に
出
品
展

　

示
さ
れ
る
よ
う
、
支
援
し
ま
す
。

　
「
片
品
ブ
ラ
ン
ド
」 

の
商
品
は
、 

原
材

料
の
生
産
者
や
販
売
者
に
と
っ
て
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
よ
う
な
商
品
を
持
つ
我
々
村
民
に

と
っ
て
自
慢
に
出
来
る
も
の
が
さ
ら
に

増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

募
集
と
認
定
は
、 

村
の
諮
問
機
関 「 

ブ

ラ
ン
ド
認
定
委
員
会 

」 

が
次
の
要
項
に

従
っ
て
行
い
ま
す
が
、  

既
に
販
売
実
績

の
あ
る
商
品
だ
け
で
な
く
、   「
こ
れ
か

ら
」  

に
か
け
た
、  

商
品
化
計
画
中
の
自

信
作
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
あ
な
た
の

 「
逸
品
」、 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
片
品
ブ
ラ
ン
ド
商
品
」
募
集
要
項

募
集
品
目　
　

加
工
食
品

応
募
商
品
数　

一
事
業
者
五
品
ま
で

募
集
期
間　
　

平
成
19
年
12
月
10
日

　
　
　
　
　

〜
平
成
20
年
１
月
25
日

申
請
要
件

・
片
品
村
内
で
加
工
さ
れ
た
食
品

・
片
品
村
内
で
生
産
さ
れ
た
原
材
料

　

を
使
用
し
た
食
品

審
査
認
定
料　

今
回
は
尾
瀬
国
立
公

園
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
無
料

（
認
定
さ
れ
た
場
合
、

　
　
　
　
　

有
効
期
間
は
３
年
間
）

申請用書式・申請・問い合わせ

むらづくり観光課

　  （５８）２１１２
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(

財)

尾
瀬
保
護
財
団
事
務
局

　
　
　

前
橋
市
大
手
町
１
の
１
の
１　

　
　
　

群
馬
県
庁
１
７
階

　
　

０
２
７
（
２
２
０
）
４
４
３
１

http://w
w
w
.oze-fnd.or.jp/

尾
瀬
交
通
規
制
に
伴
う
津
奈
木
の

　
　
　
　

案
内
係
募
集
に
つ
い
て

　

片
品
村
尾
瀬
交
通
対
策
連
絡
協
議
会

で
は
、
戸
倉
〜
鳩
待
峠
間
の
交
通
規
制

の
実
施
に
伴
い
、
津
奈
木
の
案
内
係
を

募
集
し
ま
す
。

　

募
集
人
員
は
若
干
名
で
、
年
齢
70
歳

未
満
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
勤
務

時
間
が
長
い
た
め
、
健
康
に
自
信
の
あ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
役
場
む
ら
づ
く
り
観
光

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
「
申
し
込
み

用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

１
月
末
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　

む
ら
づ
く
り
観
光
課

　
　
　
　
　
　
　
（
５
８
）
２
１
１
２

利
根
沼
田
地
区

　
　

高
等
職
業
訓
練
校
生
徒
募
集

　

当
校
で
は
、
建
築
大
工
の
事
業
所
に

就
職
し
て
い
る
か
、
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
来
年
４
月
か
ら
の
入
校

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
特
色
と
し
て

訓
練
生
同
士
の
友
愛
は
勿
論
、
技
能
士

の
資
格
取
得
の
た
め
の
学
習
を
楽
し
く

す
る
場
所
で
す
。

●
募
集
内
容

・
募
集
訓
練
科　

木
造
建
築
科

・
定
員　

10
名

・
年
齢　

問
い
ま
せ
ん

・
期
間　

３
年

・
訓
練
日
時　

毎
週
土
曜
日 

８
時
30
分

　
　
　
　
　
　

〜
16
時
20
分

・
訓
練
内
容　

関
連
学
科
、
基
本
実
技

・
資
格
取
得　

修
了
者
は
技
能
士
補
の

　

資
格
と
２
級
技
能
士
の
受
験
資
格
を

　

取
得
（
学
科
試
験
免
除
）

・
訓
練
費
等　

　

入
校
金　

５
０
，
０
０
０
円
（
テ
キ

　

ス
ト
・
大
工
道
具
代
含
む
）
訓
練
費

    

３
０
，
０
０
０
円
（
年
間
）
事
業
主

　

会
費
１
２
，
０
０
０
円
（
年
間
）

　

そ
の
他
（
給
食
費
）

●
申
込
期
間　

平
成
19
年
12
月
３
日

　
（
月
）
〜　

20
年
３
月
31
日
（
月
）

●
入
校
選
考　

提
出
さ
れ
た
書
類
に
よ

　

り
選
考 （
建
築
関
連
事
業
就
業
者
及

　

び
予
定
者
）
原
則
と
し
て
、 

雇
用
保

　

険
、  

労
働
保
険
に
加
入  （
予
定
）  

の

　

方
を
優
先
し
ま
す
。

●
申
込　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
提
出
。 （
用
紙
は
む
ら
づ
く
り
観

　

光
課
カ
ウ
ン
タ
ー
に
も
有
り
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
７
８-

０
０
１
４

　
　

沼
田
市
栄
町
１
２
３-

１

　

利
根
沼
田
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）
４
９
０
４

○子どものたちを犯罪の被害者にも加害者にもさせない

　　地域づくりを進めよう

○携帯電話やインターネットの正しい利用の仕方や

　　家庭のルールについて、親子でしっかり話し合おう

12 月～ ２月に書け、   村内各地区の青少推員・健全育成

役員・子育連役員のみなさんがパトロールに巡ります。

特に青少推員のみなさんは、ブルーのロングコート、車

載回転灯、指導棒を常備し、長期の冬休みの青少年健全

育成パトロールにあたっていただきます。

青少年がトラブルに巻き込まれないようみなさんのご協

力をおねがいいたします。

平成 19年度
冬 の 青 少 年 健 全 育 成 運 動

実施期間　平成 19 年 12 月 15 日 ～ 平成 20 年 1月 31 日

子どもたちが安全で、
　　　安心して暮らせる地域づくりを進めよう

推 進 目 標

片品村教育委員会

　みなさん、尾瀬高校活性化委員会って知っています

か？尾瀬高校をいままで以上に素晴らしい高校、今まで

以上に利根、片品地域の子共達が行きたい高校を目指し

て活動しています。

　今年度の活動として、 「地域サポーター」 を募集してお

ります。地域サポーターは尾瀬高校の活動、生徒の地域

活動などの時にお手伝いをしていただける方です。又、

尾瀬高校を良く知っていただき、地域として尾瀬高校を

魅力ある高校として存続発展を願い一緒に活動していた

だける方です。難しく考えないで、気楽に楽しみながら

参加してくださることを期待しております。

① 尾瀬高校総合的な学習の時間
　 （地域活性化プロジェクト）での地域案内人
② 授業等での外部講師
③ 職業人インタビュー
　長期職場取材での生徒受け容れ
④ 夏季学習合宿・サマーキャンプにおける協力
⑤ 図書開放に伴う地域ボランティア
⑥ 環境ボランティア受け容れ
⑦ 地域ご意見番
⑧ その他

問い合わせ先：群馬県立尾瀬高等学校

　   （56）2310

尾 瀬 高 校 活 性 化 委 員 会

内容につきましては下記のとおりです。
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親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

●
期　

日

　

平
成
20
年
１
月
27
日
（
日
）

●
行
き
先　
　
　

　

・
葛
西
臨
海
水
族
園
舞
浜

　

・
サ
ン
ル
ー
ト
プ
ラ
ザ
東
京

　
　
　
　
　
　
　

バ
イ
キ
ン
グ
ラ
ン
チ

　

・
お
台
場
マ
ッ
ス
ル
パ
ー
ク　

●
参
加
費　
　
　

　
　

母
（
父
）
３
，
０
０
０
円

　
　

子
２
，
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
）

　
　

３
歳
未
満
の
乳
幼
児　

５
０
０
円

※

参
加
費
に
含
ま
れ
る
も
の　
　
　

　
　
　
　

バ
ス
代
・
昼
食
代
・
保
険
料

●
申
込
締
め
切
り　

　

平
成
20
年
１
月
10
日
（
木
）
必
着

●
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
て
、
住
所
、
電
話
番

　

号
及
び
参
加
者
全
員
の
氏
名
・ 

年
齢

　

・
希
望
乗
車
地
を
記
入
の
う
え
、
財

　

団
法
人
群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議

　

会
ま
で

教　
　
　

室

も
の
づ
く
り
教
室
（
洋
裁
編
）

　

現
在
は
既
製
品
の
洋
服
が
沢
山
あ
り

ま
す
が
、 

な
か
な
か
自
分
の
体
型
に
ぴ
っ

た
り
合
う
洋
服
さ
が
し
は
難
し
い
も
の

で
す
。
今
回
初
め
て
の
企
画
で
す
が
、

体
型
に
あ
っ
た
「
裏
地
付
き
セ
ミ
タ
イ

ト
ス
カ
ー
ト
」
を
つ
く
り
ま
す
。

●
期　

日

　

平
成
20
年
２
月
25
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

26
日
（
火
）

　
　
（
２
日
間　

９
時
30
分
〜
16
時
）

●
場　

所

　

群
馬
県
職
業
能
力
開
発
協
会
管
理
棟

●
定　

員　

20
名
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

５
，
０
０
０
円

　
　
（
制
作
材
料
と
昼
食
は
各
自
用
意
）

●
申
込
〆
切

　

平
成
20
年
２
月
25
日
（
火
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

伊
勢
崎
市
宮
子
町
１
２
１
１-

１

　
　
　

０
２
７
０
（
２
３
）
７
７
６
１

制　
　
　

度

厚
生
労
働
省
の

　
　
　

群
馬
労
働
局
の
斡
旋
制
度

　

職
場
の
民
事
紛
争
の
解
決
に 「
あ
っ

せ
ん
制
度
」 

を
ご
利
用
下
さ
い （
無
料
）

　

解
雇
、 

労
働
条
件
引
き
下
げ
、   

い
じ

め
な
ど
労
働
に
係
る
民
事
紛
争
問
題
で

お
困
り
の
方
労
働
者
、
事
業
主
の
み
な

さ
ん
、   「 

群
馬
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ

る
あ
っ
せ
ん
制
度
」
を
ご
利
用
下
さ
い
。

あ
っ
せ
ん
制
度
は
互
譲
の
精
神
を
前
提

に
、
労
使
の
話
し
合
い
に
よ
る
和
解
を

目
指
し
、
群
馬
労
働
局
が
仲
介
者
（
弁

後期高齢者医療制度のお知らせ
75歳以上の方へ
平成 20 年４月からこれまでの保険制度が変わり後期高

齢者医療制度が始まります。

〇  対象となる全ての方は、国保・健保組合・共済組合

　  等の健康保険から抜けて、後期高齢者医療制度とい

      う独自の医療保険制度に加入することになります。

〇  高齢者ご本人が被保険者となりますので、原則一人

      ひとりが保険料を納めます。通常、年金から保険料

      が差し引かれます。

主な変更内容は、次のとおりです。

具体的な内容は、次のとおりです。
◇対象者・・・・・75 歳以上の方

　　　　　　　　　65 歳以上で一定の障がいのある方

◇いつから・・・・75 歳の誕生日当日から（既に 75 歳

　　　　　　　　　以上の方は 20 年 4月から）

◇保険証・・・・・全員に後期高齢者医療制度の保険証

　　　　　　　　　を交付します。

◇保険料の負担・・後期高齢者本人が保険料を負担しま

　　　　　　　　　す。（具体的な保険料の例について、

　　　　　　　　　をご参照ください。）

◇窓口の負担・・・１割負担（現役並み所得者は 3割）

◇保険料の納付・・通常、年金（年額 18 万円以上）か

　　　　　　　　　ら天引きされます。

※但し、介護保険料と合わせた保険料額が年金額の２

分の１を超える場合は、送付される納付書により納め

ていただきます。

◇運営者・・・・・広域連合

●具体的な保険料の例について
[ 保険料の計算方法 ]
１人当たりの保険料＝「均等割（39,600 円）」＋
　　　　　　　　　　「基礎控除後の所得金額×所得割率（7.36%）」
※１人当たりの保険料は 100 円未満切り捨てとなります。
※所得に応じて均等割を７割・５割・２割に軽減されます。

例①　基礎年金受給者（基礎年金 79万円）：単身世帯
所得金額 0円＋均等割額 11,880 円＝11,800 円／年（月額約 1,000 円）
　　　　　　　　　　　（７割軽減）

例②　厚生年金の平均的な年金額の受給者（208 万円）：単身世帯

賦課対象所得＝年金 208 万円年金控除 120 万円ー
　　　　　　　　　　　　　　　　　基礎控除 33 万円＝55 万円
所得割額＝55 万円×7.36%＝40,480 円
所得割額 40,480 円 +均等割額 39,600 円＝
                                                              80,000 円／年（月額約 6,700 円）

例③　自営業者の子供（世帯主）と同居する者
　　　（子 年収 390 万円、親 基礎年金 79 万円）
所得割額 0円＋均等割額 39,600 円＝39,600 円／年（月額約 3,300 円）

例④　被用者保険に加入している子（世帯主）と同居する者
　　　　（子 年収 390 万円、親 基礎年金 79 万円）
所得割額 0円＋均等割額 19,800 円＝19,800 円／年（月額約 1,650 円）
　　　　　　　　　　　（５割軽減）

後期高齢者医療制度についてのお問い合わせ先

群馬県後期高齢者医療広域連合　　　０２７－２５６－７１７１

片品村役場保健福祉課　　　　　　　０２７８－５８－２１１５

※被用者保険に加入している子供の被扶養者については、後期高齢者
　医療保険への加入時から２年間、所得割額は課されず、均等割額が
　５割軽減となる。

４月～９月までは、保険料を徴収せず、10 月～ 21 年３月までは均等
 割額が９割軽減。

[ 被用者保険被扶養者の特例措置（20年度限り） ]
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護
士
等
と
有
識
者
）
と
場
所
（
会
議
室

等
）
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。
労
働
者

の
方
の
み
な
ら
ず
、
事
業
主
の
方
も
申

請
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
労
働
局
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　

０
２
７
（
２
１
０
）
５
０
０
２

戦没者等のご遺族の皆様へ

○対象者

戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成 17 年 4月 1日において、公務扶助料や遺族年金等を

受ける者がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お一人

１　平成 17 年 4月 1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権者

２　戦没者の子

３　戦没者等と生計関係を有していた①父母、②孫、③祖父母、④兄弟姉妹

４　上記３以外の①父母、②孫、③祖父母、④兄弟姉妹

５　上記１から４以外の三親等内の親族

（戦没者等の死亡時まで引き続き１年間以上生計を有していた方に限られます。）

※詳しくは保健福祉課　〈　　58-2115　FAX  58-2110〉までお問い合わせ下さい。

―第八回特別弔慰金が支給されます。―

○支給内容…額面 40 万円、10 年償還の記名国債

○請求窓口…片品村役場　保健福祉課（請求関係の用紙も窓口においてあります）

請求期間…平成 20年 3月 31 日まで

子
育
て
サ
ー
ク
ル

　
　
「
お
母
さ
ん
み
ん
な
集
ま
れ
」

＊
ク
リ
ス
マ
ス
会

＊
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
時　

12
月
21
日
（
金
）
午
前
10
時

場
所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

内
容　

み
ん
な
で
歌
っ
た
り
、
プ
レ
ゼ

　
　
　

ン
ト
や
ケ
ー
キ
、
オ
ー
ナ
メ
ン

　
　
　

ト
作
り
等
が
あ
り
ま
す
。

※

申
し
込
み

　

12
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
健
康
管
理

　

セ
ン
タ
ー　
　
（
５
８
） 

４
０
２
０
へ

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
お
母
さ
ん
達
が
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
一
年
間

の
活
動
計
画
を
立
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
も
企
画
し
て
い
ま
す
。
集
ま
り
は
二

ヶ
月
に
一
回
位
で
す
。
子
供
同
士
、
母

親
同
士
の
ふ
れ
あ
い
が
と
て
も
好
評
で

す
。
今
回
は
次
の
企
画
を
し
て
い
ま
す
。

一
度
も
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
お
母
さ

ん
も
是
非
来
て
み
ま
せ
ん
か
。昨年のクリスマス会です。

オーナメント作りをしてツリーに飾ったり、
皆で歌うなど盛り上がりました。
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　赤い羽根共同募金を実施致しましたところ、各組長さん
をはじめ村民の皆様のご協力により、 11 月 30 日時点で 81
1,440 円の実績となりました。 ありがとうございました。   
次の表のとおり報告させていただきご協力に対するお礼と
させていただききます。

ご協力ありがとうございました。

募　金　実　績　額

地区名 募金額 地区名 募金額 
須 賀 川 48,500 阿   村 11,500 
御 座 入 24,000 上   而 21,000 
菅   沼 15,000 中   里 12,500 
築   地 16,500 新   井 31,000 
下   平 27,000 古   仲 29,500 
摺   渕 29,500 伊 閑 町 24,000 
幡   谷 17,500 閑   野 9,000 
鍛 冶 屋 20,000 戸   倉 28,000 
栃 久 保 17,500 鎌   田 (1) 33,200 
登   戸 45,000 鎌   田 (2) 44,500 
山   崎 20,000 鎌   田 (3) 29,500 
栗   生 11,000 鎌   田 (4) 26,000 
針   山 7,500 鎌   田 (5) 48,000 
下 小 川 21,000 武尊根小学校 3,817 
中   井 22,500 片品南小学校 3,566 
穴   沢 22,600 片品村役場職員 24,757 
上 小 川 33,500   

   太   田      18,500   
   細 工 屋      14,000  合   計      811,440 

赤い羽根共同募金

公
的
年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
で
す

　

公
的
年
金
は
、
年
老
い
た
と
き
や
万
が
一
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
み
ん
な
が
加
入
し

て
保
険
料
を
出
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
に
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
働
く
世
代
が
納
め
る
保
険
料
が
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」
の

し
く
み
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、 

年
金
の
給
付
に
必
要
な
費
用
の
３
分
の
１
は
国
の
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。 （
国
の
負
担

は
平
成
21
年
度
ま
で
に
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。）

こ
の
よ
う
な
し
く
み
に
基
づ
い
た
公
的
年
金
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
、
予
測
で
き
な
い
経
済
の
変

動
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
同
じ
価
値
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ご
自
分
や
家
族
に
つ
い
て
長
い
将
来
を
展
望
し
て
、
公
的
年
金
が
ど
ん
な
に
大
切
な
も

の
か
今
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

も
し
、
あ
な
た
が
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
か
っ
た
ら
、

き
ち
ん
と
加
入
し
て
忘
れ
ず
に
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
平
成
20
年
度
以
降
の

５
年
間
に
つ
い
て
の
分
別
収
集
見
込
量
の
収
集
結
果
に
つ
い
て

　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く

平
成
20
年
度
を
始
期
と
す
る
５
年
間
の

片
品
村
分
別
収
集
計
画
の
策
定
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
分
別
収
集
計
画
は
、
３

年
ご
と
に
、
５
年
を
１
期
と
す
る
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
平

成
９
年
度
を
始
期
と
す
る
５
年
間
の
計

画
（
第
１
期
分
別
収
集
計
画
）
以
降
、

平
成
18
年
度
を
始
期
と
す
る
５
年
間
の

計
画
（
第
４
期
分
別
収
集
計
画
）
ま
で
、

４
回
に
わ
た
り
策
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
及
び

関
係
省
令
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
20
年

度
を
始
期
と
す
る
５
年
間
の
計
画
（
第

５
期
分
別
収
集
計
画
）
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

１
．
計
画
策
定
の
意
義

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
便
利
で
快
適

な
生
活
を
送
り
た
い
と
い
う
願
い
は
村

民
共
通
の
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
現
在
の
便
利
で
物
質
的
に

豊
か
な
社
会
は
、
大
量
生
産
・
大
量
消

費
・
大
量
廃
棄
と
い
う｢

使
い
捨
て
型｣

の
生
活
様
式
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
背
景
に
日
常
生
活
か
ら
大

量
の
ご
み
が
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
た
め
、
ど
の
自
治
体
に
お
い
て

も
最
終
処
分
場
の
逼
迫
、
廃
棄
物
の
不

法
投
棄
、
ご
み
の
焼
却
に
伴
う
二
酸
化

炭
素
の
大
量
排
出
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問

題
な
ど
が
顕
在
化
し
、
処
理
経
費
の
増

大
に
よ
る
自
治
体
の
財
政
圧
迫
も
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
今
後
は
循

環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、「
リ
フ
ュ

ー
ズ
・
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ

サ
イ
ク
ル
」
の
４
Ｒ
の
取
り
組
み
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
の
排
出
抑
制

を
目
的
に
家
庭
ご
み
の
有
料
化
も
検
討

し
、
徹
底
し
た
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な

か
、
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び

再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

と
い
う
）
第
８
条
に
基
づ
い
て
一
般
廃

棄
物
の
大
半
を
占
め
る
容
器
包
装
廃
棄

物
を
分
別
収
集
し
、
最
終
処
分
量
の
削

減
を
図
る
目
的
で
、
消
費
者
・
事
業
者

・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
、

具
体
的
な
推
進
方
策
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
べ
き
方
針
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

本
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
般
廃
棄
物
を
減
量
し
、
最
終
処
分
場

を
始
め
と
す
る
廃
棄
物
処
理
施
設
の
延

命
化
を
図
る
と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク
ル

型
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

２
．
対
象
品
目

　

本
計
画
は
、
容
器
包
装
廃
棄
物
の
う

ち
、
ス
チ
ー
ル
製
容
器
、
ア
ル
ミ
製
容

器
、
ガ
ラ
ス
製
容
器
（
無
色
・
茶
色
・

そ
の
他
）、 

飲
料
用
紙
製
容
器
、 

段
ボ
ー

ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
対
象
と
す
る
。
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３．各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み

★各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装リサイクル法
第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み

（法第８条第２項第１号） 

 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 

容器包装廃棄物 ５９７ｔ ５９１ｔ ５８５ｔ ５７９ｔ ５７３ｔ 

 

                                           （第８条第２項第４号） 

 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 

主としてスチール製の容器
         

３３．９ｔ ３２．９ｔ ３１．９ｔ ３０．９ｔ ２９．９ｔ 

主としてアルミ製の 
容器        

１５．６ｔ １５．１ｔ １４．７ｔ １４．２ｔ １３．８ｔ 

（合計） 
１３．９ｔ 

（合計） 
１４．０ｔ 

（合計） 
１４．１ｔ 

（合計） 
１４．２ｔ 

（合計） 
１４．３ｔ 

無色のガラス製容器 
(引渡量) 
13.9t 

(独自処理量) 

 
(引渡量) 
14.0t 

(独自処理量) 

  
(引渡量) 
14.1t 

(独自処理量) 

  
(引渡量) 
14.2t 

(独自処理量) 

  
(引渡量) 
14.3t 

(独自処理量) 

   

（合計） 
２４．９ｔ 

（合計） 
２５．４ｔ 

（合計） 
２５．９ｔ 

（合計） 
２６．４ｔ 

（合計） 
２６．９ｔ 

茶色のガラス製容器 
(引渡量) 
 24.9t 

(独自処理量) 

 
(引渡量) 
25.4t 

(独自処理量) 

 
(引渡量) 
25.9t 

(独自処理量) 

 
(引渡量) 
26.4t 

(独自処理量) 

 
(引渡量) 
26.9t 

(独自処理量) 

 

（合計） 
２３．１ｔ 

（合計） 
２３．２ｔ 

（合計） 
２３．３ｔ 

（合計） 
２３．４ｔ 

（合計） 
２３．５ｔ  その他のガラス製容器 

        (引渡量) 
23.1t 

(独自処理量) 

 
(引渡量) 
23.2t 

(独自処理量) 

  
(引渡量) 
23.3t 

(独自処理量) 

  
(引渡量) 
23.4t 

(独自処理量) 

  
(引渡量) 
23.5t 

(独自処理量) 

  

主として紙製の容器であっ
て飲料を充てんするためのも
の（原材料としてアルミニウ
ムが利用されているものを除
く。） 

１．１ｔ １．２ｔ １．３ｔ １．４ｔ １．５ｔ 

主として段ボール製 
の容器       

３１．１ｔ ３１．２ｔ ３１．３ｔ ３１．４ｔ ３１．５ｔ 

（合計） 
３．７ｔ 

（合計） 
３．８ｔ 

（合計） 
３．９ｔ 

（合計） 
４．０ｔ 

（合計） 
４．１ｔ 主としてポリエチレンテレ

フタレート（ＰＥＴ）製の容
器であって飲料又はしょう
ゆを充てんするためのもの  

(引渡量) 
 

(独自処理量) 

3.7t 
(引渡量) 
 

(独自処理量) 

3.8t 
(引渡量) 
 

(独自処理量) 

3.9t 
(引渡量) 
 

(独自処理量) 

4.0t 
(引渡量) 
 

(独自処理量) 

4.1t 

  
 　

人
口
の
高
齢
化
や
医
療
技
術
の

進
歩
に
よ
り
医
療
費
が
年
々
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
増
え

続
け
る
と
医
療
費
財
政
が
パ
ン
ク

し
て
し
ま
い
ま
す
。
医
療
費
財
政

が
苦
し
く
な
れ
ば
保
険
税
や
自
己

負
担
金
の
値
上
が
り
等
、
お
年
寄

り
は
も
ち
ろ
ん
若
い
世
代
の
人
の

生
活
に
も
大
き
く
影
響
し
て
き
ま

す
。

　

生
活
水
準
が
上
が
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
病
気
の
種
類
も
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
や
ガ
ン
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
増
加
が
医
療

費
を
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

最
近
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
い
う
言
葉
を
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
で
聞
い
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
内
蔵
肥
満
に
高
血
圧
、
高
血

糖
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
危
険
因

子
を
併
せ
持
っ
た
状
態
で
い
る
と

動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
脳
梗
塞

や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
命
に
関
わ
る

重
大
な
疾
患
へ
繋
が
る
危
険
性
が

高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

国 

保 

だ 

よ 

り
増
え
続
け
る
医
療
費
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に
は
、

病
気
に
な
っ
て
か
ら
考
え
る
の
で

は
な
く
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う

に
日
頃
か
ら
生
活
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
健
康
で
元
気
に
長
生
き

す
る
為
に
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

①
食
事
は
一
日
三
回
規
則
正
し
く
、

　

よ
く
噛
み
、
摂
取
量
に
も
気
を

　

つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
運
動
を
す
る
習
慣
を
も
ち
内
臓

　

脂
肪
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

③
野
菜
や
果
物
な
ど
食
物
繊
維
を

　

と
る

④
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

⑤
新
聞
や
テ
レ
ビ
か
ら
情
報
を
得

　

る
⑥
趣
味
を
持
ち
気
分
転
換
を
す
る

⑦
家
に
閉
じ
こ
も
ら
な
い
で
外
出

　

を
よ
く
す
る

⑧
就
寝
・
起
床
時
間
が
決
ま
っ
て

　

い
る

⑨
信
頼
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
を

　

も
っ
て
い
る　

健
康
で
楽
し
い
人
生
が
送
れ
る
よ

う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
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保
育
所
入
所
申
込
み
に
つ
い
て
12
月
25
日(

火)

ま
で
に
入
所
希
望
保
育
所
へ

　

平
成
20
年
度
の
保
育
所
入
所
申
込
み

の
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
保
育
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要
領
に
よ
り

申
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

　
　

12
月
10
日
（
月
）
〜
25
日
（
火
）

・
平　

日　

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

・
土
曜
日　

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

【
申
請
書
の
交
付
及
受
付
場
所
】

各
保
育
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
の
で
、

記
入
後
、
入
所
希
望
保
育
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】

①
入
所
申
込
書

②
平
成
19
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写
し
。

　
（
間
に
合
わ
な
い
場
合
に
は
、
会
社

　

等
か
ら
受
領
後
、 

速
や
か
に
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。）

【
入
所
対
象
児
童
】

①
保
護
者
が
働
い
て
い
る
場
合
や
、
疾

病
等
の
理
由
に
よ
っ
て
保
育
に
欠
け
る

と
認
め
ら
れ
る
就
学
前
の
児
童
。

②
平
成
19
年
度
か
ら
継
続
し
入
所
を
希

望
さ
れ
る
場
合
も
、
新
た
に
申
込
み
を

し
て
下
さ
い
。

【
保
育
時
間
】

・
平　

日　

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

・
土
曜
日　

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

【
保
育
料
】

　

保
育
料
は
村
県
民
税
及
び
所
得
税
に

よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。 （
年
齢
が
同
じ
で

も
、 
家
庭
の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

〇
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
各
金

融
機
関
に
口
座
振
替
用
の
通
帳
と
印
鑑

を
持
参
の
上
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
取
扱
い
金
融
機
関
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
群
馬
銀
行
尾
瀬
支
店

・
利
根
郡
信
用
金
庫
片
品
支
店

・
片
品
村
農
業
協
同
組
合

・
片
品
郵
便
局

・
尾
瀬
花
の
谷
郵
便
局

※

保
育
所
は
、
家
族
に
代
わ
っ
て
児
童

の
世
話
を
す
る
福
祉
施
設
で
す
。
す
べ

て
の
児
童
は
、
そ
の
家
族
で
両
親
の
暖

か
い
愛
情
の
も
と
で
育
て
ら
れ
る
こ
と

が
理
想
で
す
。

　

し
か
し
、
両
親
が
共
働
き
を
し
て
い

る
場
合
や
病
気
な
ど
に
か
か
っ
て
い
る

た
め
に
、
十
分
に
保
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
保
育
所
は
、

こ
れ
ら
保
育
に
欠
け
る
児
童
を
両
親
に

代
わ
っ
て
保
護
養
育
す
る
事
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

〇
入
所
の
可
否
は
先
着
順
で
は
な
く
、

家
庭
の
事
情
を
総
合
的
に
審
査
し
て
決

定
さ
れ
ま
す
。
申
込
書
類
に
不
備
が
な

い
の
を
確
認
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
め

に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
現

在
、
保
育
料
を
滞
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、

納
入
後
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
役

　

場
保
健
福
祉
課
窓
口
で
相
談
し
て
下

　

さ
い
。

施　  設　  名  定員  電　　話
片品保育所 120 58-3172
片品北保育所 45 58-7530

片品南保育所 45 58-2684

）平成１９年度　国保税第 7期・村県民税普通徴収第３期　納税率調（税額）
平成１９年１１月１２日現在

国保税 村県民税普通徴収 村全体(国保税) 村全体(住民税)

0%

10%

20%

30%
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100%
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３
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５

村
全
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白
根 

丸
沼
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一
平
さ
ん
は
、
ス
キ
ー
を
履
く
前
か

ら
父
親
の
正
信
さ
ん
に
背
負
わ
れ
て
ゲ

レ
ン
デ
を
滑
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
活
躍
し
、
中
学
校

で
は
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
（
Ｇ

Ｓ
）
で
全
国
大
会
出
場
、
尾
瀬
高
校
ス

キ
ー
部
で
は
現
在
顧
問
の
羽
田
先
生
の

指
導
の
元
、
高
校
２
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
は
ス
ラ
ロ
ー
ム
（
Ｓ
Ｌ
）
11
位
、

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
準
優
勝

（
Ｓ
Ｌ
）
と
活
躍
し
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
の
名
門
日
大
進
学
後
は
全
日

本
選
手
権
（
Ｓ
Ｌ
）
７
位
、
イ
ン
カ
レ

（
Ｓ
Ｌ
） 

７
位
と
活
躍
し
ま
し
た
。 

昨
年

の
尾
瀬
国
体
は
不
運
に
も
出
場
は
な
ら

ず
、
直
後
に
右
肘
骨
折
と
い
う
大
け
が

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
を
経
て
１
年
後
の
秋
田
若

杉
国
体
（
Ｇ
Ｓ
）
で
は
見
事
４
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。
ス
ラ
ロ
ー
ム
で
上

位
入
賞
し
て
き
た
一
平
さ
ん
が
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
で
大
き
い
大
会
に

出
場
し
入
賞
し
た
の
は
こ
の
秋
田
国
体

が
初
め
て
だ
そ
う
で
す
。

　

今
年
か
ら
地
元
戸
倉
に
帰
り
、
群
馬

県
ス
キ
ー
連
盟
の
ア
ル
ペ
ン
強
化
選
手

と
し
て
活
動
し
な
が
ら
尾
瀬
高
校
や
片

品
中
学
校
の
ア
ル
ペ
ン
コ
ー
チ
と
し
て

も
指
導
し
て
い
か
れ
る
そ
う
で
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
11
月
10
日
の
丸
沼

高
原
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
か
ら
尾
瀬
高

ス
キ
ー
部
と
雪
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始

め
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
部
の
生
徒
は
現
役
の
レ
ー
サ

ー
の
滑
り
を
間
近
で
見
な
が
ら
練
習
で

き
る
の
で
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
期
待
さ

れ
ま
す
ね
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の

目
標
を
尋
ね
る
と

「
群
馬
県
技
術
選

手
権
と
国
体
出
場

で
す
」
と
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
ス
キ
ー

国
体
は
長
野
か
が

や
き
国
体
、
野
沢

温
泉
ス
キ
ー
場
で

す
。

  「
輝
い
て
雪
と
氷

の
華
と
な
れ
」
と

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
あ
る
よ
う
に

片
品
村
選
手
団
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て

輝
い
て
来
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

秋田わかすぎ国体での滑り

萩
原　

一
平
さ
ん
（
戸
倉
）トレーニング後の一平さん

　

エ
イ
ズ
と
聞
く
と
「
こ
わ
い
」「
嫌
だ
」「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
等
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

　

エ
イ
ズ
は
私
た
ち
の
体
に
自
然
に
備
わ
っ
て
い
る
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力

（
免
疫
機
能
） 

が
正
常
に
働
か
な
く
な
る
病
気
の
一
つ
で
す
。 

エ
イ
ズ
が
話
題
と

な
っ
て
20
年
位
経
過
し
て
い
ま
す
が
一
般
的
に
は
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

が
よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
人
が
多
い
状
況
で
す
。
今
回
は
エ
イ
ズ
デ
ー
を
機
会

に
村
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
掲
載
し
ま
し
た
。
家
族
の

皆
さ
ん
で
読
ん
で
下
さ
い
。

　
感
染
経
路

・
性
行
為
感
染

・
血
液
感
染

・
母
子
感
染

簡
単
に
は
う
つ
り
ま
せ
ん
！

　

握
手　

プ
ー
ル　

風
呂　

汗　

咳　

公
衆
ト
イ
レ　

食
べ
物　

等
で
は
感
染

　

し
ま
せ
ん
。　
　

感
染
を
避
け
る
た
め
に
は
・
・

　

ほ
と
ん
ど
が
性
行
為
に
よ
る
感
染
で
す
。 

不
特
定
多
数
の
相
手
と
の
性
的
接

　

触
を
避
け
て
コ
ン
ド
ー
ム
を
正
し
く
使
う
な
ど
、 

よ
り
安
全
な
方
法
で
予
防

　

し
ま
し
ょ
う
。

エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
機
関

　

沼
田
保
健
福
祉
事
務
所　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）
２
１
８
５

　

毎
週
火
曜
日　

午
後
１
時
半
〜　

午
後
２
時
半 

予
約
制 

無
料 

匿
名

　

ま
た
、
医
療
機
関
で
も
検
査
で
き
ま
す
（
有
料
）。

保 

健 

だ 

よ 

り
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
（
12
月
1
日
）

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
（
12
月
1
日
）
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広
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   「
 か
 た
 し
 な
 」   は

 尾
 瀬
 の
 木
 道
 を
 材
 料
 に
 し
 た
  エ
 コ
 ペ
 ー
 パ
 ー
 を
 使
 用
 し
 て
 い
 ま
 す
 。
　
    印
 刷
 所
 ／
  笠
 原
 印
 刷
 ㈲
  　
　
制
 作
 ･デ
ザ
イ
ン
／
  ㈲
 尾
 瀬
 生
 活

eqRoY0yUh++eqRoY0yUh++

休日の病院（緊急時）12月 　1月

今月の
納期は

国 民 健 康 保  険 税    第 9 期

納期は　12月 25 日（火）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！

ミ　

ニ　

情　

報

年
末
年
始
各
施
設
休
業
日

12
／
29
〜
１
／
３　

村
内
金
融
機

12
／
29
〜
１
／
３　

役
場

交
通
情
報
（
冬
期
通
行
止
予
定
）

12
／
25　

Ｒ
120
丸
沼
高
原

　
　
　
　
　
　

ス
キ
ー
場
入
口
〜

22日（土）　利根中央病院
23 日（日）　月夜野病院
24 日（月）　利根中央病院
29 日（土）　内田病院

001 日（火）　月夜野病院
002 日（水）　内田病院
3日（木）　国立沼田病院

12 日（土）　月夜野病院

村      県       民       税    第 4 期

　

平
成
19
年
12
月
31
日
現
在
で

工
業
統
計
調
査
が
全
国
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

30日（日）　国立沼田病院
31 日（月）　利根中央病院

5日（土）　沼田脳神経外科
6日（日）　利根中央病院

13 日（日）　内田病院

命名
かわいらしく女の子らしい名前が多い中、 「キ
リッと強そうな感じ」を意識していくつか候
補をあげ、その中から “芹香” 決めました。
将来どんな人になってほしいですか

「良い事」、「悪い事」がしっかり分かる子に
育ってほしいです。（父）心の広いあたたか
い人になってほしいです。（母）

（父）吉野　良孝（母）美雪さん（土出）のお子さん

せ  り  か

芹 香 ちゃん 平成 18年 11 月 29 日生まれ

く  う  と

空 大 ちゃん 平成 19年 1 月 18 日生まれ
（父）松田　和樹（母）ひとみさん（鎌田）のお子さん
命名

空のように広く、大きな心をもった子になっ
てほしいという願いを込めて名づけました。
将来どんな人になってほしいですか

とにかく健康で、明るく元気にのびのびと。
そして、名前の由来のように人を思いやれる
大きな心と、強くたくましい心をもった人に
なってほしいです。

税 

に 

関 

す 

る 

作 

品 

４ 

名 

が 

入 

選

　

沼
田
税
務
署
管
内
の
「
19
年
度
税
を
知

る
週
間
」
の
行
事
の
一
つ
で
あ
る
「
中
学

写真左から新木延謹片中校長、佐藤幸子さん、
千明春香さん、荒木亜美さん、武藤梨唯さん、
萩原重夫副村長

生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
募
集
に
は
、
全

体
で
１
８
２
７
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
厳
正
な
審
査
の
上
、
次

の
４
作
品
が
見
事
受
賞
し
、
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
関
東
国
税
局
長
賞
佳
作

「
税
金
を　

納
め
て
築
く　

明
る
い
未
来
」

　

三
年　

佐
藤　

幸
子　
（
鎌
田
四
）

◎
沼
田
税
務
署
長
賞

「
税
金
で　

豊
か
な
生
活　

笑
顔
の
輪
」

　

三
年　

千
明　

春
香　
（
上
小
川
）

◎
沼
田
県
税
事
務
所
長
賞

「
一
人
一
人　

し
っ
か
り
納
め
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
づ
く
り
」

　

三
年　

荒
木　

亜
美　
（
鎌
田
五
）

◎
片
品
村
長
賞

「
税
金
で　

未
来
を
明
る
く　

　
　
　
　
　
　
　
　

照
ら
し
ま
す
」

　

三
年　

武
藤　

梨
唯　
（
山　

崎
）

●
高
校
生
の
税
に
関
す
る
作
文
部
門

◎
沼
田
税
務
署
長
賞

「
税
金
に
つ
い
て
」

　

三
年　

千
明　

優
斗　
（
鎌
田
一
）

さん星 野  雄 一
ほ し の   ゆ う い ち

23 歳
（父）和雄さん　（母）きみ代さん

片品村大字花咲

３．片品をどう思いますか
　大きな家族のような村だと
　思います。
　また、どうしたいですか？
　これからはもっと若い力を
　フル活動できるような村に
　したいです。

７．村民の方へメッセージをお願いします
片品村の為にできることを無理なくやっていきたいと思います。
これからもよろしくお願いします。　　　　　　

１．何処へお勤めですか 　
　武尊根小学校です。
２．趣味は何ですか　
　野球・ゴルフ・24 です。

４．村内のおすすめスポットは　
　各地区の温泉です。

６．目標があれば教えてください
　父。

５．好きな異性のタイプ　
　喜怒哀楽を共感できる女性です。

2;Zd(7yH2;Zd(7yH

午
前　

8
時
30
分
〜

　
             

午
後　

12
時
15
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び

収
納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

平
成
19
年
10
月 

20 

日 

〜 

11
月
19
日

お  

め  

で  

た

　

亡
く
な
ら
れ
た
方 

1
人

窓   

口   

か   

ら

お  

く  

や  

み

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん  

３
人

浦
川 
光
弘　

女　

 

秋
花  

鎌
田

千
明 
義
栄　

男 　

怜
生  

東
小
川

桑
原 

岳
偉　

男 　

颯
希  

築
地

し
ゅ
う
か

れ　

お

さ
つ
き

★
婚
姻
さ
れ
た
方 
２
組

○ 

井
上 

喜
市  

鎌
田

　

 

今
井 

初
美  

み
な
か
み
町

永
井　

よ
う　

92
歳  

針
山

○ 

吉
野 　

聡　

  

土
出

　

 

阿
久
沢 

真
美  

前
橋
市




